
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正解  中田家を、徳川将軍の鷹狩の休憩所とするため 

 

 寛政年間（1789～1801 年）、十一代将軍の徳川家斉が鷹狩りの際に立ち寄る

場所が下荻窪村の名主を務めていた中田家の屋敷であった。その折、地域の名家

といえど農家に将軍が立ち寄るのは威光に関わると、特別に中田家に武家長屋門

をつくらせた。 

同地は 1883（明治 16）年 4月に埼玉・飯能で近衛兵の演習の統監に向かう明

治天皇が立ち寄り、その際に屋敷の離れを休憩所とした。同月、小金井で開催され

た観桜会の際にも立ち寄っている。離れは木造茅葺平屋建ての茶室風で、質素な

建物だった。 

 この屋敷を譲り受けた藤沢氏は、長屋門と御小休所は残して欲しいという依頼を

守り、1987（昭和６２）年ビル建設の際にも移築・保存され今に至っている。 

【出展 すぎなみ学倶楽部】 
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